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に対する不安を抱えていた. しかし, スクーリングを受講することによって, 他の学生
や教員からの学び, 課題等の意図を理解することで, 不安が和らぎ, 実習イメージが具
体的になっていた. スクーリング後の変化として, やることが明確になり, 実習生とし
ての心構えと責任感が出てきた. 実習イメージの変化に影響を与えた要因として, 他の
学生の力, 教員の力, 学習内容, 気づく力の 4つがあり, これらは実習生としての成長
を促す要因であることが示唆された.
キーワード：通信教育課程, 相談援助実習指導, スクーリング, 実習スーパービジョン,
成長を促す
Ⅰ はじめに
社会福祉士の養成に関しては, 2009 年度の新カリキュラムへの移行に伴い, 大きな変化があっ
た. 特に実習教育においては, 科目名称が ｢社会福祉援助技術現場実習｣ から ｢相談援助実習｣








研究がされてきた. 荒川ら (2003) は, 社会福祉実習におけるスーパービジョンに対する学生の




このほか, 飛永ら (2007) や中村ら (2009) によって, 実習スーパービジョンや実習教育に関
する研究がなされている. しかし, これらのほとんどは, 社会福祉援助技術現場実習 (旧カリキュ
ラム) に関するものである. 2009 年度入学生から新カリキュラム対応となるため, 現時点では
相談援助実習を経験した学生の数も少なく, 新カリキュラムに関する研究への取り組みは始まっ

















も, スーパーバイザーとして実習スーパービジョンをおこなう. つまり, 実習生は, 実習指導者
と教員の二者から実習スーパービジョン2)を受けることになる. 教員による実習スーパービジョ
ンは, 実習指導の授業が始まった段階から, 実習終了後の授業まで継続して行われる. 実習前の
授業では, 実習生としての心構え等を講義するだけでなく, 実習に対する学生のさまざまな思い
を受けとめ, 効果的に実習が行えるよう, スーパービジョン関係を結ぶ必要がある.
米本 (2008) は実習適格性3)の問題のひとつとして, 実習教育 (担当教員) の適格性をあげて
いる. このなかで, 科目構成, 知識教育, 技術教育のカリキュラム体制だけでなく, 実習および




ている. そして, 実習担当教員は単なる講義担当教員と異なり, 実習生への教育課程をスーパー
ビジョン過程とみなした対応の力量が必要とされると述べている.
スーパービジョン関係を構築するためには, スーパーバイジーとなる学生の状況を把握したう
えで, 学生とどのような関係性を構築するかが問われる. 通信教育課程では, 普段学生と顔を合










ある. そのうえで, 何が実習生としての成長を促しているのかを検証し, 通信教育課程の実習教
育のあり方について言及する.
Ⅲ 研究方法
A大学の通信教育課程の相談援助実習指導Ⅰの教育内容は表 1 に示すとおりである. A 大学
では実習指導に関するスクーリングとして, 実習前年度に相談援助実習指導Ⅰのスクーリングを
2日間 (14 時間), 実習年度に相談援助実習指導Ⅱのスクーリングを 2日間 (14 時間) の合計 4
日間実施している4). また, スクーリングの開講日に別途, 実習オリエンテーションを実施し,
実習に関する手続き等の説明や個別面談をおこなっている.
相談援助実習指導Ⅰの目標は, 表 1に示すとおりである. スクーリングでは, 相談援助実習の
目的と意義, 実習先に関する基礎理解, 相談援助実習における倫理, 実習計画書の作成などにつ
いて講義やグループワークを通して学んでいく.
また, スクーリングの前後を通して, 実習先種別の法的基盤や地域の状況, 文献学習や倫理に
関するレポートなどの学習課題を課している. このほか ｢かかわり体験｣ と称して, 施設等で直
接利用者とかかわる体験を通して, 実習のイメージをつかみ, その学びを実習計画書の作成へと





学生である. 筆者が担当した 3クラスの学生全員に, スクーリング終了時に, ふりかえりのレポー
トを提出してもらった. レポートの内容は, ｢スクーリング受講前の私と今の私, 変化の有無と








得た. さらに分析の際は, 対象者の人権に十分に配慮し, データは個人が特定できないように細
心の注意を払った.
Ⅴ 結 果
調査の対象者は, 筆者が相談援助実習指導Ⅰのスクーリングを担当した 3クラス, 合計 46 名
である. コーディングを行なった結果は, 表 2のとおりである.








・実習に関する基本的な理解 (施設・事業者・地域社会等に関する理解) を進め, 実習先で
行われる相談援助業務や関連業務についての理解をする
スクーリン













































































































スクーリング前の状況として図 1に示すように ｢漠然とした実習イメージ｣ ｢実習やスクーリ
ングに対する不安｣ ｢試験・課題に追われる現状｣ ｢とりあえず実習に行く｣ の 4つのカテゴリー
を抽出した.
通信教育課程の場合, スクーリングの前に, 実習に向けての学習課題を課し, 添削指導をして
いるが, 自宅学習だけでは実習に対してのイメージが具体的になりにくい. このことは今回の調
査からも明らかになった. ｢実習そのものが漠然としていた｣ ｢他人事のように感じていた｣ など,
漠然とした実習イメージがあった.




































































ような状態から, 実習を具体的にイメージし, 今後どのような学習をする必要があるのか, 考え
られるように変化した. その結果, 不安が和らいだり, 実習に向けて不安があって当然だという












































が増した学生もいた. このことは ｢とりあえず実習に行く｣ 状況にあった学生が, 実習に行くた
めに必要なものに気づき, 考え始めたからといえる. つまり, この不安が増すことも実習生とし
ての成長の一環と考えられる.
スクーリング受講前は, 漠然としていた実習イメージであったが, 受講することで具体的なイ
メージへと変わり, 実習生としての心構えと責任感がでてきた. このことは, 学生に専門職とな
りゆくもの, 専門職を目指すものとしての意識が芽生えてきたことを意味していると考えられる.
4 実習イメージの変化に影響を与える要因





ことが明らかになった. 他者の意見を聞く中で, 自分の考えのこだわりや傾向に気づき, やるべ
きことが具体的に見えてきた学生が多かった. また自分ひとりが不安を抱えているのではないこ














実習に行く同じ立場の学生だからこそ, 他の学生の意見に ｢このままではいけない｣ という思
いを強くし, 専門職を目指すものとして, これから取り組むべきことに気づいていったと考えら


















という状況の学生が多かった. 講義を受けるなかで, 専門職としての価値や倫理, 専門職となり
ゆく自分の姿を思い描くようになり, ｢資格を取るための実習｣ から, ｢専門職になりゆくために





















生が, スクーリングを受講することによって, 実習のイメージが具体的になり, 実習生としての
心構えと責任感がでてきたことが明らかになった.
また, 学生の実習に対するイメージが変化することに対して, 他の学生の力, 教員の力, 学習





問うことにつながる. このことは, 実習生として成長していることを意味している. つまり, こ
れら実習イメージの変化に影響を与える要因は, 相互に関連しあいながら, 専門職を目指す実習
生としての成長を促す要因といえる.






会がほとんどない. それゆえ, 授業であるスクーリングに対し ｢知っている人が少ないので不安




く, 仲間づくりといった意味づけが加わり, スクーリングの積極的な意味につながった. それが
モチベーションを高め, 実習に向けて積極的に取り組む姿勢へとつながったと考えられる.
飛永 (2007) は, 学生に対し小集団化による実習指導を行なった結果, ｢視野の広がり｣ ｢不安
の解消｣ ｢課題の明確化｣ ｢クラスの共同・協働性｣ ｢情報の共有｣ ｢意欲の向上｣ の 6つの効果が













ある. スーパービジョンの支持的機能を効果的に発揮することにより, 関係性の構築ができ, そ
の後のスーパービジョンの展開がスムーズになる.
実習スーパービジョンの目的は, 実習の目標を達成できるよう, 実習生の成長を支えることで
ある. 学生のなかには, いろいろなことを知ったがゆえに, 不安が増したものもあった. このよ
うな学生に対しては, 学生の抱える不安に焦点をあてたスーパービジョンを実践することで, そ
の後の学生の成長を促す可能性がある. 不安に焦点をあてることで, 不安をネガティブに捉える









実習に向けた学習を通して, 学生は何度も言語化の作業を強いられる. 学生は, スクーリング
までにいくつかの課題をクリアし, 自分自身の実習テーマや意義について言語化の作業を進めて
きている. そのうえで, 学生はそれらについて, 実習計画書という形で, 教員や実習指導者に伝
えることが求められる.
スクーリングは, その練習の場, 発表の場となり, 意見交換を通して, 自分の言いたいことが
どれだけ相手に伝わるかが試される. グループワーク等で語ることを通して自分自身の考えが明
確になり, 理解していることと理解していたつもりの違いも明確になる.
また, 自分が思っていた以上に ｢伝わらない｣ ことを経験する学生は多い. それまで, テキス
トや文献から抜き出した言葉や抽象的な表現で語っていたものほど, 伝わらなさを痛感する. こ
の ｢伝わらない体験｣ も学生が専門職として成長するうえでは大きな意味をもたらす. 自分の意
見が相手にどのように伝わるかの体験を通して, 言語化が促され, 自分自身の考えが次第に明確
になる体験を積み重ねていく. つまり, 学生は言語化という作業を通して, 自分の考えが明確に
なることを経験する. 実習に対して漠然としていたイメージが, 語ることを通して次第に明確に







変化したことが明らかになった. またその変化に影響を与える要因として ｢他の学生の力｣ ｢教
員の力｣ ｢学習内容｣ ｢気づく力｣ の 4つが示唆された. そしてこの要因は, 学生の成長を促す要
因としても機能していることが示唆された.
今回の調査は, 通信教育課程の一部の学生の調査であり, そのまま一般化できるものではない.
また, 実習前年度の学習期間, スクーリングだけを対象にしており, 実習年度に学生にどのよう
な変化があったのかは, 現時点では明確になっていない.
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しかし, スクーリング受講によって, 学生がどのように変化するのかとその要因が明らかになっ




変化の要因を明らかにし, それを今後の授業展開に反映させることが重要である. これらの 4つ
の要因を意識して授業展開をすることで, 今後効果的な実習教育の方法も検討できるであろう.
ただし, スクーリング内容の充実だけで実習生としての成長ができるわけではない. 相談援助






本稿は, 2011 年度日本社会福祉教育学会第 7 回大会 (大会テーマ ｢職業人養成教育としての
社会福祉教育の課題～ソーシャルワーク教育再考～｣ 2011 年 8 月 27 日～8月 28 日 於：青森県
立保健大学) において ｢大学通信教育課程における相談援助実習指導のあり方～成長を支える視
点から考える～｣ と題して, 筆者が報告した内容に, 若干の説明と考察を加えて文章化したもの
である.
注
1 ) 実習指導者の要件については, 2012 年度から経過措置がなくなり, 社会福祉士の資格取得後に相談援
助業務に 3年以上従事したうえで, 社会福祉士実習指導者講習会を修了することが示された. 実習演習
科目を担当する教員の要件としては, 相談援助実習指導または相談援助実習の科目を 5年以上教育した
経験のある者や, 社会福祉士の資格を取得した後, 相談援助の業務に 5年以上従事した経験を有する者,
社会福祉士実習演習担当教員講習会において, 相談援助実習の指導に係る課程を修了した者などである.




3 ) ｢実習適格性｣ は実習に関わる機関, 組織, 人物が実習の目的を達成するためにどれほど条件を備え
ているかを判断することだと米本は述べている. その観点として, 実習時間数と実習場所, 実習スーパー
バイザーの適格性, 実習生の適格性, 実習教育 (担当教員) の適格性, 実習契約と実習関係 3者のミニ
マム・スタンダードの 5つをあげている.
4 ) 相談援助実習指導Ⅰの学習はスクーリングだけでなく, テキスト学習として 120 時間の自己学習を課
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